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理科の授業には
苦手意識があって……。

新しい学習指導要領には，
どうやったら
対応できるのかな。

忙しくて授業準備の時間が
十分に取れないな。

授業中に子どもたちが使える，
教科書準拠のワークシートは
ないかな。

デジタルコンテンツには，
どんなものがあるのかな。

指導書

デジタル
教科書

板書例や授業に必要な準備物を，
きめ細かく示しています。3

各授業ごとに学習シートを
ご用意しています。4「主体的・対話的で深い学び」や

「理科の見方・考え方」のポイントを示しています。2

学習者用デジタル教科書，
指導者用デジタル教科書（教材）をご用意しています。5

学習者用デジタル教科書，指導者用デジタル教科書（教材）
をご用意しています。5 https://www.tokyo-shoseki.co.jp/ict/dkyokasho_el/

デジタル教科書を紹介するWebページに，こちらからアクセスできます。

「学習者用デジタル教科書」のご案内
　法改正により，紙の教科書と併用で文部科学省が認める学習者用デジタル教科書（紙の教科書と内容が同一であるもの）を
使用することが可能になりました。
　東京書籍は，2年度用小学校教科書の発行全書目で学習者用デジタル教科書を発行します。

複数の教科を
一括管理

学びを支える
便利な機能

特別支援教育
への対応

　東京書籍をはじめ複数の発行者が採用する
ビューア「Lentrance Reader」を用いてい
ます。さまざまな教科・教材を1つのビューア
で管理できます。

　文字色や大きさ，行間などを調整し，児童が
最も読みやすいようにカスタマイズできます。
　また，本文の読み上げ機能や総ルビ・分か
ち書きの表示により，弱視や発達障害の児童
だけでなく，急増する外国人児童や帰国児童
など日本語の読みが苦手な児童への対応とし
ても有用です。
※学習者用デジタル教科書では，紙面の「　 
マーク」をクリックするだけで，デジタルコン
テンツを表示できます。

この資料は，2年度小学校教科書の内容解説資料として，
一般社団法人教科書協会「教科書発行者行動規範」に則っております。

Dマーク

「新しい理科」学習者用デジタル教科書の主な特徴
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　ペンツールでメモを残したり，
Web上の参考資料へのリンクを貼
り付けたりすることができます。自
らの学びの記録を残すことで，児
童一人一人の教科書が作れます。

「指導者用デジタル教科書（教材）」のご案内

特別支援への
対応3

Point

自然や科学への興味・関心を引き出す
映像資料1

Point

簡単操作でオリジナル教材が作れる
MY教科書エディタ3

Point

児童のつまずきを助け，思考を促す
デジタルコンテンツ2

Point

のご案内

教師用
指導書

デジタル教科書
学習者用

デジタル教科書
指導者用

（教材）

1
先生方が安心して授業に臨めるように，
先生の発問例や児童の発言例を
充実させています。

これらの商品は，企画中のため，内容・仕様ともに変更になる場合があります。

インターネット

特別支援への
対応3

Point

2年度
新刊

教科書の内容に準拠した映像資料を
豊富に収録しています。

映像資料

360°パノラマ写真や，てこのシミュレーションな
ど，児童のつまずきを助け，思考を促すデジタルコ
ンテンツを収録しています。

デジタルコンテンツ

教科書に収録されている資料やコンテンツ
を使用して，オリジナルの教材が作成でき
ます。

MY教科書エディタ

新 し い 理科
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考え方：条件制御

あらかじめあなを開けておく。
→水が出ていくようにするため。

日光の当たり方や温度，土の有無や種類も同じにする。

 C  湯の中ではなく，土の中で発芽させる

ということは，他にも必要なものがある

のかな。

 C  土の中だと水の中と違って空気がある

ので，土の中で発芽させるのは，空気

が必要だからなのかな。

●  発芽の条件について調べる方法を
考える。
 T  まずは，水が発芽に必要な条件かど

うかを調べる計画を立てましょう。
 C  水を与える種子と与えない種子を用意

して，発芽するかしないか調べるよい

と思う。

 C  発芽に水が必要であれば，水を与えた

種子は発芽して，水を与えない種子は

発芽しないという結果になるはずだね。

 T  調べるときに気を付けることは，そ
れだけでしょうか。

 C  水以外の条件は，そろえておかないと，

どちらの条件が発芽に関係したのかわ

からなくなってしまうね。

 T  水と温度の２つの条件を同時に変え
てしまうと，どちらの条件が発芽に
関係しているか分からなくなってし
まいます。

 C  水を与える種子と水を与えない種子を

同じ場所に置けば，温度と空気の条件

を同じにできる。

 T  変える条件と変えない条件を分けて，
表に整理しましょう。

▼ p.18思判表 ❶計画しよう

考え方：条件制御

考え方：条件制御

条件制御の考え方を
捉えさせる。

同じ温度の
場所に置く。

実験結果の見通しをもたせる。

他の植物でも同じことが言えるのか確かめる。

αプラス

植物の発芽に必要な条件として一般化
を図るために，インゲンマメだけではな
く，他の植物の種子について調べるのも
よい。
その場合は，第2次で種子の中に含ま
れる養分としてでんぷんを調べることか
ら，トウモロコシを活用するとよい。

ふれている。

 C  水が発芽に関係するかどうかを調べる

ときには，温度や空気など他の条件は

すべてそろえておかないとね。

 T  水以外の条件をそろえて，発芽した
かどうかを分かりやすくするために，
肥料を含まない土を入れた透明な
プラスチックの入れ物に種子をまき
ましょう。

 T  調べる方法が決まったら，予想が確
かめられたときの結果についても考
えておきましょう。

〈考えた方法〉

調べる条件 同じにする条件
結果の見通し

水 空気温度

ア あたえる。 同じ温度の

場所に置く。ふれている。
発芽する。

発芽しない。イ あたえない。

種子が発芽するためには, 
何が必要なのだろうか。

問題

・ 水やりをするから，発芽には水が必要。

・ 暖かくなってから種子をまいたから，発芽には

 温度が必要。

・ 私たちが息をしているように，種子にも空気が必要。

予想しよう

計画しよう 種子が発芽する条件を調べるためには，

どのようにすればよいかを考えよう。

1ぱん，３ぱん，４はん

 A 水をあたえた種子と，

 あたえていない種子で

 調べる。

○

○

○
２はん，5はん

 B 水の条件だけを変えて，

 それ以外の条件は

 変えないようにする。 

どちらが問題を解決できる方法かな。⇒ B の方法
◎変える条件 ： 水　変えない条件 ： 温度・空気

○

２　温度や空気と発芽との関係を調べる計画を立てる。○１　水と発芽との関係を調べる計画を立てる。

板書例

教科書  ▼  p.22～23

これまでの栽培経験を想起する場を設定することで，発芽の条件につい
て見通しをもって調べる方法を考えられるようにする。

主体的

植物が発芽するために必要な条件に興味
をもち，発芽に必要な条件について話し
合い，自分の予想を確かめるための計画
を考えることができる。

主体的・対話的で深い学びを実現させるためのポイント

本時のねらい

第1次 第2時 個人  記録カード　グループ  インゲンマメの種子，プラスチックの入れ物，バーミュキュ
ライト

準備

第３学年のホウセンカやヒマワリ，第４学年の
ヘチマなどの栽培経験を想起させる。

光や土，肥料と発芽との関係について予想する子供がいる場合もある。

水と発芽との関係
温度と発芽との関係 空気と発芽との関係

●  植物の種子が芽を出すことを発芽と
いうことを確認する。

● 前時を振り返り，調べる問題を確認
する。
 C  インゲンマメの種子を，袋から出してま

くと，発芽するのはどうしてかな。

 C  種子が発芽するためには何が必要かな。

授業の流れ

問題

●  発芽の条件について，これまでの栽
培経験を基に個人で予想する。

● 各自の予想について，話し合う。

 T  ３年や４年で植物を育てたときのこ
とを思い出し，種子が発芽するため
には，何が必要なのか予想しましょ
う。

予想しよう

 C  種子をまいた後には水を与えたので，

水が必要だと思う。

 C  種子をまくのは暖かくなってからなの

で，温度が必要だと思う。

 T  これまでに学んだことや経験したこ
とを基に，理由をつけて予想できて
いますね。

 C  植物を育てるときには，日当たりのよ

い場所にするから，光が必要だと思う。

考え方：関係付け

 C  でも，種子をまくときには土をかぶせ

るので，種子が発芽するのに光はいら

ないと思う。

 C  水と温度だけが必要なのかな。

 C  水と温度だけだったら，湯の中に種子

を入れておけば，発芽するのかな。
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考え方：条件制御

あらかじめあなを開けておく。
→水が出ていくようにするため。

日光の当たり方や温度，土の有無や種類も同じにする。

 C  湯の中ではなく，土の中で発芽させる

ということは，他にも必要なものがある

のかな。

 C  土の中だと水の中と違って空気がある

ので，土の中で発芽させるのは，空気

が必要だからなのかな。

●  発芽の条件について調べる方法を
考える。
 T  まずは，水が発芽に必要な条件かど

うかを調べる計画を立てましょう。
 C  水を与える種子と与えない種子を用意

して，発芽するかしないか調べるよい

と思う。

 C  発芽に水が必要であれば，水を与えた

種子は発芽して，水を与えない種子は

発芽しないという結果になるはずだね。

 T  調べるときに気を付けることは，そ
れだけでしょうか。

 C  水以外の条件は，そろえておかないと，

どちらの条件が発芽に関係したのかわ

からなくなってしまうね。

 T  水と温度の２つの条件を同時に変え
てしまうと，どちらの条件が発芽に
関係しているか分からなくなってし
まいます。

 C  水を与える種子と水を与えない種子を

同じ場所に置けば，温度と空気の条件

を同じにできる。

 T  変える条件と変えない条件を分けて，
表に整理しましょう。

▼ p.18思判表 ❶計画しよう

考え方：条件制御

考え方：条件制御

条件制御の考え方を
捉えさせる。

同じ温度の
場所に置く。

実験結果の見通しをもたせる。

他の植物でも同じことが言えるのか確かめる。

αプラス

植物の発芽に必要な条件として一般化
を図るために，インゲンマメだけではな
く，他の植物の種子について調べるのも
よい。
その場合は，第2次で種子の中に含ま
れる養分としてでんぷんを調べることか
ら，トウモロコシを活用するとよい。

ふれている。

 C  水が発芽に関係するかどうかを調べる

ときには，温度や空気など他の条件は

すべてそろえておかないとね。

 T  水以外の条件をそろえて，発芽した
かどうかを分かりやすくするために，
肥料を含まない土を入れた透明な
プラスチックの入れ物に種子をまき
ましょう。

 T  調べる方法が決まったら，予想が確
かめられたときの結果についても考
えておきましょう。

〈考えた方法〉

調べる条件 同じにする条件
結果の見通し

水 空気温度

ア あたえる。 同じ温度の

場所に置く。ふれている。
発芽する。

発芽しない。イ あたえない。

種子が発芽するためには, 
何が必要なのだろうか。

問題

・ 水やりをするから，発芽には水が必要。

・ 暖かくなってから種子をまいたから，発芽には

 温度が必要。

・ 私たちが息をしているように，種子にも空気が必要。

予想しよう

計画しよう 種子が発芽する条件を調べるためには，

どのようにすればよいかを考えよう。

1ぱん，３ぱん，４はん

 A 水をあたえた種子と，

 あたえていない種子で

 調べる。

○

○

○
２はん，5はん

 B 水の条件だけを変えて，

 それ以外の条件は

 変えないようにする。 

どちらが問題を解決できる方法かな。⇒ B の方法
◎変える条件 ： 水　変えない条件 ： 温度・空気

○

２　温度や空気と発芽との関係を調べる計画を立てる。○１　水と発芽との関係を調べる計画を立てる。

板書例

教科書  ▼  p.22～23

これまでの栽培経験を想起する場を設定することで，発芽の条件につい
て見通しをもって調べる方法を考えられるようにする。

主体的

植物が発芽するために必要な条件に興味
をもち，発芽に必要な条件について話し
合い，自分の予想を確かめるための計画
を考えることができる。

主体的・対話的で深い学びを実現させるためのポイント

本時のねらい

第1次 第2時 個人  記録カード　グループ  インゲンマメの種子，プラスチックの入れ物，バーミュキュ
ライト

準備

第３学年のホウセンカやヒマワリ，第４学年の
ヘチマなどの栽培経験を想起させる。

光や土，肥料と発芽との関係について予想する子供がいる場合もある。

水と発芽との関係
温度と発芽との関係 空気と発芽との関係

●  植物の種子が芽を出すことを発芽と
いうことを確認する。

● 前時を振り返り，調べる問題を確認
する。
 C  インゲンマメの種子を，袋から出してま

くと，発芽するのはどうしてかな。

 C  種子が発芽するためには何が必要かな。

授業の流れ

問題

●  発芽の条件について，これまでの栽
培経験を基に個人で予想する。

● 各自の予想について，話し合う。

 T  ３年や４年で植物を育てたときのこ
とを思い出し，種子が発芽するため
には，何が必要なのか予想しましょ
う。

予想しよう

 C  種子をまいた後には水を与えたので，

水が必要だと思う。

 C  種子をまくのは暖かくなってからなの

で，温度が必要だと思う。

 T  これまでに学んだことや経験したこ
とを基に，理由をつけて予想できて
いますね。

 C  植物を育てるときには，日当たりのよ

い場所にするから，光が必要だと思う。

考え方：関係付け

 C  でも，種子をまくときには土をかぶせ

るので，種子が発芽するのに光はいら

ないと思う。

 C  水と温度だけが必要なのかな。

 C  水と温度だけだったら，湯の中に種子

を入れておけば，発芽するのかな。
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〈考えた方法〉

調べる条件 同じにする条件
結果の予想

水 空気温度

ア あたえる。 同じ温度の

場所に置く。 ふれている。
発芽する。

発芽しない。イ あたえない。

種子が発芽するためには, 
何が必要なのだろうか。

問題

・ 水やりをするから，発芽には水が必要。

・ 暖かくなってから種子をまいたから，発芽には

 温度が必要。

・ 私たちが息をしているように，種子にも空気が必要。

予想しよう

計画しよう 種子が発芽する条件を調べるためには，

どのようにすればよいかを考えよう。

1ぱん，３ぱん，４はん

 A 水をあたえた種子と，

 あたえていない種子で

 調べる。

○

○○

○
２はん，5はん

 B 水の条件だけを変えて，

 それ以外の条件は

 変えないようにする。 

どちらが問題を解決できる方法かな。⇒ B の方法

◎変える条件 ： 水　変えない条件 ： 温度・空気
○

２　１ を参考にして，温度や空気と発芽の関係を調べる。○１ 　水と発芽との関係を調べる。

板書例

考え方：条件制御

あらかじめあなを開けておく。
→水が出ていくようにするため。

日光の当たり方や温度，土の有無や種類も同じにする。

教科書  ▼  p.22～23

これまでの栽培経験を想起する場を設定することで，発芽の条件につい
て見通しもって調べる方法を考えられるようにする。

主体的

植物が発芽するために必要な条件に興味
をもち，発芽に必要な条件について話し
合い，自分の予想を確かめるための計画
を考えることができる。

● 発芽の条件について調べる方法を
考える。

主体的・対話的で深い学びを実現させるためのポイント

本時のねらい

第1次 第2時
個人  記録カード　グループ  インゲンマメの種子，プラスチックの入れ物，バーミュキュ
ライト

準備

●  植物の種子が芽を出すことを発芽と
いうことを確認する。

● 前時を振り返り，調べる問題を確認
する。

● 発芽の条件について，これまでの栽
培経験を基に個人で予想する。

● 各自の予想について，話し合う。

 T  ３年や４年で植物を育てたときのこ
とを思い出し，種子が発芽するため
には，何が必要なのか予想しましょ
う。

 C  インゲンマメの種子を，袋から出してま

くと，発芽するのはどうしてかな。

 C  種子が発芽するためには何が必要か

な。

授業の流れ

問題

予想しよう

 C  種子をまいた後には水を与えたので，

水が必要だと思う。

 C  種子をまくのは暖かくなってからなの

で，温度が必要だと思う。

 T  これまでに学んだことや経験したこ
とを基に，理由をつけて予想できて
いますね。

 C  植物を育てるときには，日当たりのよ

い場所にするから，光が必要だと思う。

考え方：関係付け

 C  でも，種子をまくときには土をかぶせ

るので，種子が発芽するのに光はいら

ないと思う。

 C  水と温度だけが必要なのかな。

 C  水と温度だけだったら，湯の中に種子

を入れておけば，発芽するのかな。

 C  湯の中ではなく，土の中で発芽させる

ということは，他にも必要なものがある

のかな。

 C  土の中だと水の中と違って空気がある

ので，土の中で発芽させるのは，空気

が必要だからなのかな。

 T  まずは，水が発芽に必要な条件かど
うかを調べる計画を立てましょう。

 C  水を与える種子と与えない種子を用意

して，発芽するかしないか調べるよい

と思う。

 C  発芽に水が必要であれば，水を与えた

種子は発芽して，水を与えない種子は

発芽しないという結果になるはずだ

ね。

 T  調べるときに気を付けることは，そ
れだけでしょうか。

 C  水以外の条件は，そろえておかないと，

どちらの条件が発芽に関係したのかわ

からなくなってしまうね。

 T  水と温度の２つの条件を同時に変え
てしまうと，どちらの条件が発芽に
関係しているか分からなくなってし
まいます。

 C  水を与える種子と水を与えない種子を

同じ場所に置けば，温度と空気の条件

を同じにできる。

 T  変える条件と変えない条件を分けて，
表に整理しましょう。

▼ p.18思判表 ❶計画しよう

考え方：条件制御

考え方：条件制御

条件制御の考え方を
捉えさせる。

同じ温度の
場所に置く。

実験結果の見通しをもたせる。
第３学年のホウセンカやヒマワリ，第４学年の
ヘチマなどの栽培経験を想起させる。

光や土，肥料と発芽との関係について予想する子供がいる場合もある。

水と発芽との関係
温度と発芽との関係 空気と発芽との関係

他の植物でも同じことが言えるのか確かめる。

αプラス

植物の発芽に必要な条件として一般化
を図るために，インゲンマメだけではな
く，他の植物の種子について調べるのも
よい。
その場合は，第2次で種子の中に含ま
れる養分としてでんぷんを調べることか
ら，トウモロコシを活用するとよい。

ふれている。

24 25

〈考えた方法〉

調べる条件 同じにする条件
結果の予想

水 空気温度

ア あたえる。 同じ温度の

場所に置く。 ふれている。
発芽する。

発芽しない。イ あたえない。

種子が発芽するためには, 
何が必要なのだろうか。

問題

・ 水やりをするから，発芽には水が必要。

・ 暖かくなってから種子をまいたから，発芽には

 温度が必要。

・ 私たちが息をしているように，種子にも空気が必要。

予想しよう

計画しよう 種子が発芽する条件を調べるためには，

どのようにすればよいかを考えよう。

1ぱん，３ぱん，４はん

 A 水をあたえた種子と，

 あたえていない種子で

 調べる。

○

○○

○
２はん，5はん

 B 水の条件だけを変えて，

 それ以外の条件は

 変えないようにする。 

どちらが問題を解決できる方法かな。⇒ B の方法

◎変える条件 ： 水　変えない条件 ： 温度・空気
○

２　１ を参考にして，温度や空気と発芽の関係を調べる。○１ 　水と発芽との関係を調べる。

板書例

考え方：条件制御

あらかじめあなを開けておく。
→水が出ていくようにするため。

日光の当たり方や温度，土の有無や種類も同じにする。

教科書  ▼  p.22～23

これまでの栽培経験を想起する場を設定することで，発芽の条件につい
て見通しもって調べる方法を考えられるようにする。

主体的

植物が発芽するために必要な条件に興味
をもち，発芽に必要な条件について話し
合い，自分の予想を確かめるための計画
を考えることができる。

● 発芽の条件について調べる方法を
考える。

主体的・対話的で深い学びを実現させるためのポイント

本時のねらい

第1次 第2時
個人  記録カード　グループ  インゲンマメの種子，プラスチックの入れ物，バーミュキュ
ライト

準備

●  植物の種子が芽を出すことを発芽と
いうことを確認する。

● 前時を振り返り，調べる問題を確認
する。

● 発芽の条件について，これまでの栽
培経験を基に個人で予想する。

● 各自の予想について，話し合う。

 T  ３年や４年で植物を育てたときのこ
とを思い出し，種子が発芽するため
には，何が必要なのか予想しましょ
う。

 C  インゲンマメの種子を，袋から出してま

くと，発芽するのはどうしてかな。

 C  種子が発芽するためには何が必要か

な。

授業の流れ

問題

予想しよう

 C  種子をまいた後には水を与えたので，

水が必要だと思う。

 C  種子をまくのは暖かくなってからなの

で，温度が必要だと思う。

 T  これまでに学んだことや経験したこ
とを基に，理由をつけて予想できて
いますね。

 C  植物を育てるときには，日当たりのよ

い場所にするから，光が必要だと思う。

考え方：関係付け

 C  でも，種子をまくときには土をかぶせ

るので，種子が発芽するのに光はいら

ないと思う。

 C  水と温度だけが必要なのかな。

 C  水と温度だけだったら，湯の中に種子

を入れておけば，発芽するのかな。

 C  湯の中ではなく，土の中で発芽させる

ということは，他にも必要なものがある

のかな。

 C  土の中だと水の中と違って空気がある

ので，土の中で発芽させるのは，空気

が必要だからなのかな。

 T  まずは，水が発芽に必要な条件かど
うかを調べる計画を立てましょう。

 C  水を与える種子と与えない種子を用意

して，発芽するかしないか調べるよい

と思う。

 C  発芽に水が必要であれば，水を与えた

種子は発芽して，水を与えない種子は

発芽しないという結果になるはずだ

ね。

 T  調べるときに気を付けることは，そ
れだけでしょうか。

 C  水以外の条件は，そろえておかないと，

どちらの条件が発芽に関係したのかわ

からなくなってしまうね。

 T  水と温度の２つの条件を同時に変え
てしまうと，どちらの条件が発芽に
関係しているか分からなくなってし
まいます。

 C  水を与える種子と水を与えない種子を

同じ場所に置けば，温度と空気の条件

を同じにできる。

 T  変える条件と変えない条件を分けて，
表に整理しましょう。

▼ p.18思判表 ❶計画しよう

考え方：条件制御

考え方：条件制御

条件制御の考え方を
捉えさせる。

同じ温度の
場所に置く。

実験結果の見通しをもたせる。
第３学年のホウセンカやヒマワリ，第４学年の
ヘチマなどの栽培経験を想起させる。

光や土，肥料と発芽との関係について予想する子供がいる場合もある。

水と発芽との関係
温度と発芽との関係 空気と発芽との関係

他の植物でも同じことが言えるのか確かめる。

αプラス

植物の発芽に必要な条件として一般化
を図るために，インゲンマメだけではな
く，他の植物の種子について調べるのも
よい。
その場合は，第2次で種子の中に含ま
れる養分としてでんぷんを調べることか
ら，トウモロコシを活用するとよい。

ふれている。

あらかじめ，穴を開けておく。
→水が出ていくようにするため。

条件制御の考え方を捉えさせる。

日光の当たり方も同じにする。

インゲンマメの種子の発芽

水と発芽との関係 温度と発芽との関係 空気と発芽との関係

▼ワークシートは，資料編p.172

条件制御

理科の言葉

　学習シート
p.13

▼発芽については，
　資料編p.74参照

ココがポイント

条件制御について

調べたい条件だけを変え，それ以外の条件は
全て同じにする。
条件制御を行うときには，調べたい条件だけを変え，それ以外の条件は全
て同じにすることが重要である。調べる条件を一つにするのは，複数の条
件を変えると，どの条件が実験結果に影響を与えたのかが判断できなくな
るからである。

●発芽するためには何が必要かを
話し合わせる。

●種子は，乾燥した状態（袋に密
閉するなど）では発芽しないが，
種子をまいて水やりをすると発
芽することから，水と発芽との
関係に着目させる。

●春になってから種子をまくこと
を基に，温度と発芽との関係に
着目させる。

●自分たちは息をしているが，植
物はどうかと投げかけ，空気と
発芽との関係に着目させる。

●出された意見を整理したうえで，
水，温度，空気の条件に絞って
調べていくことを説明し，それ
ぞれが発芽と関係しているかを
推論させて，実験への意欲を高
める。

●「発芽」とは，種子から芽が出る
ことであることを説明する。

●このごろ，種子が発芽するよう
になったのはなぜかを考えさせ，
発芽に必要な条件に問題をもた
せる。

問題

予想しよう

種子の発芽に必要な条件に興味
をもち，進んでそれらの条件に
ついて考えようとしている。
 ［発言・記録］

評価  関意態 1

種子が発芽するためには何が
必要か，これまでの経験を基に
考えてみよう。

・水が必要なのではないか。
・温度が関係していると思う。
・空気が必要だと思う。
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考え方：条件制御

あらかじめあなを開けておく。
→水が出ていくようにするため。

日光の当たり方や温度，土の有無や種類も同じにする。

 C  湯の中ではなく，土の中で発芽させる

ということは，他にも必要なものがある

のかな。

 C  土の中だと水の中と違って空気がある

ので，土の中で発芽させるのは，空気

が必要だからなのかな。

●  発芽の条件について調べる方法を
考える。
 T  まずは，水が発芽に必要な条件かど

うかを調べる計画を立てましょう。
 C  水を与える種子と与えない種子を用意

して，発芽するかしないか調べるよい

と思う。

 C  発芽に水が必要であれば，水を与えた

種子は発芽して，水を与えない種子は

発芽しないという結果になるはずだね。

 T  調べるときに気を付けることは，そ
れだけでしょうか。

 C  水以外の条件は，そろえておかないと，

どちらの条件が発芽に関係したのかわ

からなくなってしまうね。

 T  水と温度の２つの条件を同時に変え
てしまうと，どちらの条件が発芽に
関係しているか分からなくなってし
まいます。

 C  水を与える種子と水を与えない種子を

同じ場所に置けば，温度と空気の条件

を同じにできる。

 T  変える条件と変えない条件を分けて，
表に整理しましょう。

▼ p.18思判表 ❶計画しよう

考え方：条件制御

考え方：条件制御

条件制御の考え方を
捉えさせる。

同じ温度の
場所に置く。

実験結果の見通しをもたせる。

他の植物でも同じことが言えるのか確かめる。

αプラス

植物の発芽に必要な条件として一般化
を図るために，インゲンマメだけではな
く，他の植物の種子について調べるのも
よい。
その場合は，第2次で種子の中に含ま
れる養分としてでんぷんを調べることか
ら，トウモロコシを活用するとよい。

ふれている。

 C  水が発芽に関係するかどうかを調べる

ときには，温度や空気など他の条件は

すべてそろえておかないとね。

 T  水以外の条件をそろえて，発芽した
かどうかを分かりやすくするために，
肥料を含まない土を入れた透明な
プラスチックの入れ物に種子をまき
ましょう。

 T  調べる方法が決まったら，予想が確
かめられたときの結果についても考
えておきましょう。

〈考えた方法〉

調べる条件 同じにする条件
結果の見通し

水 空気温度

ア あたえる。 同じ温度の

場所に置く。ふれている。
発芽する。

発芽しない。イ あたえない。

種子が発芽するためには, 
何が必要なのだろうか。

問題

・ 水やりをするから，発芽には水が必要。

・ 暖かくなってから種子をまいたから，発芽には

 温度が必要。

・ 私たちが息をしているように，種子にも空気が必要。

予想しよう

計画しよう 種子が発芽する条件を調べるためには，

どのようにすればよいかを考えよう。

1ぱん，３ぱん，４はん

 A 水をあたえた種子と，

 あたえていない種子で

 調べる。

○

○

○
２はん，5はん

 B 水の条件だけを変えて，

 それ以外の条件は

 変えないようにする。 

どちらが問題を解決できる方法かな。⇒ B の方法
◎変える条件 ： 水　変えない条件 ： 温度・空気

○

２　温度や空気と発芽との関係を調べる計画を立てる。○１　水と発芽との関係を調べる計画を立てる。

板書例

教科書  ▼  p.22～23

これまでの栽培経験を想起する場を設定することで，発芽の条件につい
て見通しをもって調べる方法を考えられるようにする。

主体的

植物が発芽するために必要な条件に興味
をもち，発芽に必要な条件について話し
合い，自分の予想を確かめるための計画
を考えることができる。

主体的・対話的で深い学びを実現させるためのポイント

本時のねらい

第1次 第2時 個人  記録カード　グループ  インゲンマメの種子，プラスチックの入れ物，バーミュキュ
ライト

準備

第３学年のホウセンカやヒマワリ，第４学年の
ヘチマなどの栽培経験を想起させる。

光や土，肥料と発芽との関係について予想する子供がいる場合もある。

水と発芽との関係
温度と発芽との関係 空気と発芽との関係

●  植物の種子が芽を出すことを発芽と
いうことを確認する。

● 前時を振り返り，調べる問題を確認
する。
 C  インゲンマメの種子を，袋から出してま

くと，発芽するのはどうしてかな。

 C  種子が発芽するためには何が必要かな。

授業の流れ

問題

●  発芽の条件について，これまでの栽
培経験を基に個人で予想する。

● 各自の予想について，話し合う。

 T  ３年や４年で植物を育てたときのこ
とを思い出し，種子が発芽するため
には，何が必要なのか予想しましょ
う。

予想しよう

 C  種子をまいた後には水を与えたので，

水が必要だと思う。

 C  種子をまくのは暖かくなってからなの

で，温度が必要だと思う。

 T  これまでに学んだことや経験したこ
とを基に，理由をつけて予想できて
いますね。

 C  植物を育てるときには，日当たりのよ

い場所にするから，光が必要だと思う。

考え方：関係付け

 C  でも，種子をまくときには土をかぶせ

るので，種子が発芽するのに光はいら

ないと思う。

 C  水と温度だけが必要なのかな。

 C  水と温度だけだったら，湯の中に種子

を入れておけば，発芽するのかな。
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● 単元導入の場面では，湯につけたスプーンの端に触れると，湯につかっていない部分があたたまる
といった体験から，主体的に「金属はどのようにあたたまるのか」という問題を見いだし，自ら解決
したいという思いをもつことができるようにする。

● 水のあたたまり方の学習場面では，あたたまり方が金属と空気のどちらに近いかについて，対話を
通して友達と予想やその根拠を共有し合い，自分の予想の根拠や妥当性について考える。

● 水のあたたまり方の学習場面では，「金属の場合は熱源から順番にあたたまるので，水の場合も熱
源から順番にあたたまるのではないか」など，金属や空気のあたたまり方の既習の知識を活用して
予想や仮説を立てるといった深い学びを意識する。

主体的・対話的で

深い学びを

実現させるための

ポイント

記録カード

プラスチックの入れ物

ペトリ皿

バーミキュライト

ヨウ素液

インゲンマメの種子

冷蔵庫

脱脂綿 液体肥料

本単元で使用する器具

□ インゲンマメの種子
□ 種子の入っていた袋
□ プラスチックの入れ物
□ バーミキュライト
□ 脱脂綿
□ 箱
□ 温度計
□ 液体肥料
□ 冷蔵庫
□ 記録カード
□ インゲンマメの苗
□ カッターナイフ
□ ピンセット
□ 薄いヨウ素液
□ ペトリ皿
□ 木片(箱に隙間を
 作るために置く台)
□ 園芸用名札
□ コップなどの容器

これらの商品は，企画中のため，内容・仕様ともに変更になる場合があります。

教科書の各ステップに沿っ
て，児童と先生との対話を
示しています。

授業中だけではなく，授業
準備や授業直前の確認にも
使える，各時間の板書例を
示しています。

各単元の冒頭の見
開きでは，各単元
で必要な準備物が
一覧できるように
しています。

全ての学習シートに記入例を
示しています。
※記入例は，白黒コピーをとると，
消えるようになっています。

各時の冒頭部分で，
特に重視する授業の
観点を示しています。

「理科の見方・考え方」に関する場面
を， 黄色いマーカー や朱文字で分
かりやすく示しています。

各単元で使用する器具・材料がひと目で分か
ります。

●平成27年度　
　指導編「授業の流れ」 ●2年度　

　指導編「授業の流れ」

教師用指導書ラインナップ ・指導編（朱書き）　・資料編　・学習シート集　　・指導資料データ集（教科書紙面の総ルビ・分かち書きPDFデータ，「　マーク」コンテンツも含まれます。）教師用指導書
先生方が安心して授業に臨めるように，
発問例や発言例を充実させています。1

各時の「授業の流れ」が具体的に見えるため，授業づくりへの不安がなくなります。

「主体的・対話的で深い学び」や
「理科の見方・考え方」の
ポイントを示しています。

2
新学習指導要領に対応した授業を行うためのポイントが
把握でき，確実に，児童に資質・能力を育成することが
できます。

板書例や授業に必要な準備物を，
きめ細かく示しています。3

授業前の短い時間でも，授業の流れや準備物が把握できます。

各授業ごとに学習シートを
ご用意しています。4

全単元・全時間の学習シートをご用意しています。
そのままコピーして，すぐにご活用いただけます。

授
業
の
流
れ
が

よ
り
具
体
的
に
！

旧 新

評価のためのツール
としてもお使いいた
だけます。


